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                 独立行政法人 情報処理推進機構 
 
 

IPAと KISAが情報セキュリティに関する第 6回定期会合を開催 
 
 独立行政法人 情報処理推進機構（略称：IPA、理事長：藤原 武平太）は、6月 26日に韓国情報
保護振興院（Korea Information Security Agency、略称：KISA、院長：黄 仲淵）と、情報セキュ
リティに関する第 6回定期会合を韓国ソウルの KISAにて開催し、マルウェア対策に関する共同研
究を実施することで合意しました。 

 
 最近のウイルス等の不正プログラム（以下、「マルウェア」）は、メールを利用してマルウェアを大

量にインターネット上にばら撒いて、そのメールを受け取った利用者に被害をあたえる従来型から、

インターネット上のWebサイトの中にマルウェアを埋め込み、利用者が自らWebサイトにアクセス
してマルウェアを実行することにより（自動実行される場合もある）、その利用者に被害を与えるタ

イプに移行してきています。 
 
 このような状況から、一般国民に対して迅速かつ適切にマルウェアに関する情報を提供するために

は、従来からの届出を受け付けることによる情報収集に加えて、一般利用者と同様のアクセスを行う

ことによる能動的なインターネット上からのマルウェアの検体及び情報収集が必要不可欠となって

きています。 
 
 これらの背景の下、IPAと KISAは、インターネット上のWebサイトを検索して、マルウェア等の
情報を収集、解析し、その解析結果を蓄積すると共に、対策の策定、情報提供を行うノウハウについ

て共同研究を行うことで合意しました。 
 
 また、この定期会合では、組込みシステムの情報セキュリティ対策及び脆弱性情報の取り扱いに関

する情報交換及び、個人と企業のセキュリティ評価ついて、共同研究の現状と課題及び今後の予定に

関する意見交換を実施しました。 

 

なお、今回の会合に先立ち、藤原理事長が、韓国情報通信部主催の韓国情報セキュリティ標語・ポ

スターの表彰式に参列し、IPA理事長賞を贈呈しました。 
 
 この会合は、2004年 7月に IPAと KISAとの間で締結した相互協力協定に基づく定期会合で、昨
年 11月に東京で開催したのに続く第 6回目となるものです。次回会合は、本年秋に東京にて開催す
る予定です。 
 
  
 

■本内容に関するお問い合わせ先： 
 独立行政法人 情報処理推進機構 セキュリティセンター 山田 
 Tel:  03-5978-7508 Fax:  03-5978-7518  E-mail: isec-info@ipa.go.jp 
 
■報道関係からのお問い合わせ先： 
 独立行政法人 情報処理推進機構 戦略企画部広報グループ 横山／佐々木 
 Tel:  03-5978-7503 Fax:  03-5978-7510  E-mail: pr-inq@ipa.go.jp 


